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談 話 室

InterLaboratoryExperiment

産業科学研究所 岡 田 東 一(吹 田3490)

この言葉 が現 時点 の辞 書 で十 分に 定義 された もので あ る か ど うゐ・は定 か で ない が,研 究 室 の 壁或 は講

座間 の壁 を破 った共 同 実験 研 究 を意 味 す る もの と して澄 こ う。

具 体的 に は小 は① サ ン プル交 換,中 は(2)測定装 置 群 の 交換(ま た は持 ち込 み),大 は③ 大 型 装置 の 共

同利 用 な どが考 え られる 。核 融合 炉 工学 の分野 で は,第1壁 のチ ャ ンク放 出 の実験 が(1)と して有名 であ

る。 中性子 の衝 突 に よ つて106ケ 以上 の原 子 を含 む塊(チ ャ ンク)が 固 体材 料表 面 か ら飛 び 出す とい う

ANLのKaminekyに 対 して,"聾0"と い う研 究 者 が・続出 したgサ ン プル を交 換 して実 験 を行 う

とKa,minsky.の 実 験 室 で は出 るがKa皿i:nskyの サ ンプル で も他 の研 究室 で は 出な い とい う謎 め

い た結 宋 とな って い る。

② の 例 として は,最 近 超 電導磁 石 の ク エ ンチ予 知 の 手法 と して 有望 視 されて い るAE(AGoustiG

Emission)の 技 術 をM工 丁の グ ル ー プが開発 し,現 在 米 国で 開発 中の 数 々の大 型 超 電導 磁石[例 え

ばLLL(L紡wrenGeLlvermoreLa'bora,tory)のMFTF(Mirror:Fusion

TestFa,G1■ity)用 陰 陽 コ イル]にAEセ ンサ ーを取 り付 け て 実験 に 参 加 しよ う とい う意歓 を示

してい る。 ま た何 年 か前英 国 の カ ラム研 究 所 の プ ラズ マ計 測 陣 が,腕 にお ぼ えの 装 置 を もって ソ連 の ク

ル チ ャ トフ研究 所 に乗 り込 み,ソ 連 のい う トカマ ク型 プ ラズ マ実 験装 置 の"良 い デ ー ダ を国 際的視 野

で実 証 した こ とは まだ記 憶 に 新 しい。 これ も(2)の例で ある。

(3)の例 として は米 国SanDiegoに あ るGenera:LAtomiGで 既 に 進 め られ てい るDou'b■et

一皿に ょ るプ ラ.ズマの 日米 共 同 実験,オ ー ク リッヂに6ケ のD型 コイ ル を結 集 して フ ル トー ラス の超 電

導実験 を行 澄 うとす るLGT(LargeGoi工Task:),或 は現在 世 界最 強 の14MeV中 性 子源 で あ

るLL:Lの:RTNS一 皿(:RetatingTargetNeutronSou.rGe)の 日米 共同 利 用 な ど国

際的 に も工nterLa・bOraちOryExperilnet(工LE)は 今 後 次第 に活発,且 つ あ りふ れ た研究

方 式 とな るだ ろ う。科学 技術 の専門 の細 分化,装 置 の建 設,運 転 コス トの増 大 な どが そ の主 な る原 因 と

な って い るo

我 々 が試 み よ う とし てい る 工LEは 前 記 の(1)の カテ ゴ リー に属 す る実験 で 「insitu超 電導 材 料

に対 す る中性子 照射 効 果 」 がそ の テ ・一マで あ る。現 在 大 型 ・高 磁場 を必 要 とす る科学 の分 野 で は核 融 合

炉工 学,特 に磁場 に よる プ ラズ マ閉 じ込 め方 式 の 技術 は(1)極低 温 ・② 高 応 力下 で③ 放 射 線(特 に 中性 子)

に 強 い超 電 導材 料 を不 可 欠 と して い る。A-15型 化 合 物 材 と して 有名 なN'b3SnやV3(}a、 は現 在 最有

望 視 さ れ て い る 材 料 で あ るが,応 力/ひ ず み に対 して脆 い ため に最 大 の 弱点 とな っ てい る。 こ れ を克

潟Bする ため の新 しい 方法 が 考 え出 された 。 これがinsitu法 と呼 は れ る もの でNb3Snの 場 合CuNb

合 金 を急 冷 した のち熱 処理 す る と,Nbの デ ン ドライ トが析 出 す る。 これ を冷 問 線 引 き し,fi■a!nent

一13一



状 に な ったN'bのfi■amentの 外側 に 外部 か らSnを 拡 散 させ てNb3Snfi■amentを 作 って出

来 た もの が 嚢ins■ 加 摩化 合 物 超電 導 材 で ある。 これ は 応力/歪 に対 して劣化 しに くく有 望 視 されて

い る。 この材 料 が 中性 子 照射 に対 して どの よ うな特 性 を もつ か を実験 的 に明 らか に しょ う とい うの が こ

の プ ロジ ェク トで あ る。 この場 合,材 料 造 りの得意 な研究 室 と照射 実 験 の得 意 な我 々の 研究 室 が有 機 的

な協力 関 係 を もち つ つ実 験 を行 え ぱ この種 の研究 実 験 の能墨 化 に つ な がる とい う考 えに基 づい てい る。

幸 い既 に4つ の 研究 室,(内 大学1,国 立研 究 所1,メ ー カー2)か ら協力 が申 し込 ま れ,既 に1部 の

試料 はJMTR,KURで 中性 子 照射 を開始 して い る。

この種 の実 験 は か な り長期 に汎 る ので 関 係者一 同の 忍耐 強い 協 力 が 強 く望 ま れ る。
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